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A comparative study between parents and two- to four-year-old children in terms of the use 







2000；Oshima-Takane, MacWhinney, Shirai, 
Miyata, & Naka 1998）に基づいて記録された２名












































＝.962, p＜.05, N＝12；主節＋従属節から Pearson 




























スCHILDES（MacWhinney 2000；Oshima- Takane, 
MacWhinney, Shirai, Miyata, & Naka 1998）に基
づいて記録された２名の子どものデータJun（Ishii 









































































































態度が強く表れる（Diesel & Hetterle 2011；Ford & 
Mori 1994；Mori 1994, 1999；白川 2009；Yamamoto 































































Taylor 2001；Tomasello 2003；Doherty 2009）。
ただし、育児語研究の大半は頻度の高い名詞や動
詞やオノマトペに重点がおかれており（村瀬 et. al 





















Diessel（2001）とDiessel and Hetterle （2011） は大


















語 （Diessel 2005） でも日本語 （Mori 1999） でも会
話より学術文書で多数をしめている。この場合は
先行する従属節が「談話上の首尾一貫性を促して
後続節の解釈へ導く」（Diessel 2004: 173） という
「言語処理よりも優先されうる意味的かつ談話上





















































  （1） お礼をしますから、司会をしていただけま
すか。
  （2） 司会をしていただけますか、お礼をします











ない（4）。   
  （3） そこにソースがあるから、自由にとって下
さい。
（Alfonso 1966: 545；窪田 2015: 27；白川 ibid. p. 39）
  （4）＊自由にとって下さい、そこにソースがある














































  （10） A：司会は自信がないよ。
 B：お礼をしますから。        
























  （12） A：結局、自分一人でしたの？
 B：（だって）あの人、何にもやってくれない


































　Jun （Ishii 2004; 男児・兄と姉がいる）はインタ
ーネットのCHILDESサイト（http://childes.psy.
cmu.edu/）で一般公開されている音声と動画資料







録音された年齢はJunが 2;4から3;8、Hikaru は 2;4
から 4;11までである。資料サイズに隔たりがある
が（Jun 3.4MB, Hikaru 5.4MB）、言語発達の目安
の一つとして多くの言語で使用される平均発話長
（Mean Length of Utterance：一発話内の形態素数
























節 Pearson r＝  .962, p＜ .05, N＝12；主節＋従属
節から Pearson r＝ .977, p＜ .05, N＝12；から単

































































  （13） 母：靴下どこ脱いだん ?
 Hikaru：ん？
 母：靴下脱いだからはながでとるよ。
（2 ; 7. 29）（Kubota 2000, 2003, 2006）
  （14） Jun:（おもちゃの飛行機を持って）ぴゅうー、
 　　しゅー。
 父：こっち羽がないから飛ばないやんか。   
（2;6.2）（Ishii 2004；括弧内補足説明は筆者）




  （16） 母：だめそれママのママの。
 母：これ、あ、ちょっとこれ、口紅付ける
 　　からだめ。
（2;4.27）（Kubota 2000, 2003, 2006）




































  （23） Hikaru：だっこだっこ！
 母：だっこしない！（ポーズ）あ、歩いたから。
（2;5.27）（Kubota, op. cit.）
  （24） 父：はい、そっち行ったらだめ（ポーズ）熱


































  （19） Hikaru：あー おかあさんそれ見せて！
 母：見してあげるから先こっち入んな。
（2;10.0）（Kubota, op. cit.）
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しようと思えば実行できるように














（3;1.10）（Ishii, op. cit. ；括弧内補足説明は筆者）











































  （26） Jun：これお父さんの。
 父：大きいから？
 Jun：大きいでからお父さんの、これ。
（2 ; 6 . 2）（Ishii, op. cit.）
  （27） Hikaru：なんで？
 母：風が入ってくるから。
（3 ; 5 . 30）（Kubota, op. cit.）
  （28） 父：はい、今度じゅんくんして。
 Jun：はい。
 父：お父さん足を、足をもってるから。 
（2 ; 7. 20）（Ishii, op. cit.）
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るために参考になる情報



























　　　（ii）a. We should go on a picnic, because isn’t it a beautiful day!
　　　　  b.＊Because isn’t it a beautiful day, we should go on a picnic.
（Lakoff 1984: 473）
　　　（iii）a. I’m leaving, because here comes my bus.
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